
日本農芸化学会2014年度大会（東京）にて

東京発（2014年3月28日）、2014年3月27日～30日までの会期で開催される、日本農芸化学
会２０１４年度大会（http://www.jsbba.or.jp/2014/）において、3月28日、国立大学法人静岡大
学（静岡県静岡市）と株式会社にちはら総合研究所（本社：島根県津和野町）との共同研究成

果が2件発表されました。
今回の研究内容は冬虫夏草菌の感染プロセスと遺伝子に関するもので、今後も共同研究を

通して、未だに不明な点の多い、冬虫夏草の感染から子実体形成までのプロセスの解明に取

り組んでいく予定です。
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